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農業農村整備の展開方向における達成目標（成果指標） 

（１） 成果指標の設定 

本県の農業農村整備に当たっては、本計画に基づく地域の実情に応じた着実な取組

を行うとともに、実施した事業等の取組の成果を把握し検証を行いながら、その結果

を次の施策や事業に的確につなげていくことが重要です。 

このため、成果指標を設定し、毎年度進捗状況を確認することにより、次年度以降

の事業推進に反映させていくこととします。 

 

（２） 成果指標の内容 

    ６つの展開方向毎に成果指標を設定します。指標には中間年（2020 年）と最終年

（2024 年）の目標値を設定し、毎年度進捗状況を確認するとともに、中間年、最終

年においては数値をホームページで公表します。 

なお、成果指標は、「新潟県総合計画～住んでよし、訪れてよしの新潟県～」の見

直し、農業政策などに大きな変化が生じた場合に見直しを検討します。 
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農業農村整備の展開方向　成果指標

展開方向１　経営基盤の強化に資する生産基盤整備

成果指標

現状値
目標値

(中間：2020年度)
目標値

(最終：2024年度)
指標の定義・説明

76,104ha
<2016年度>

80,000ha 84,100ha 整備済み水田のうち、排水が良好な水田の面積。畑作が可能なように地下水位
が低く、降雨等による地表水が速やかに排除できる水田の面積

展開方向２　中山間地域の活性化に資する生産基盤整備

成果指標 中山間地域の営農の維持・発展のため、生産基盤整備を契機として担い手へ農地を集積した割合

現状値
目標値

(中間：2020年度)
目標値

(最終：2024年度)
指標の定義・説明

57%
<2016年度>

70% 80% 計画期間に目標年度を迎える中山間総合整備事業、農地環境整備事業におけ
る担い手への農地集積率（受益面積に対する担い手の集積面積の割合）

成果指標

現状値
目標値

(中間： - 年度)
目標値

(最終：2024年度)
指標の定義・説明

0
<2020年度>

488 防災重点農業用ため池において、防災工事の必要性を判断するため、劣化状況
評価に着手したため池の箇所数

成果指標

現状値
目標値

(中間：2020年度)
目標値

(最終：2024年度)
指標の定義・説明

35%
<2016年度>

70% 100%
機能保全計画において、補修や更新等が必要とされている施設のうち、対策に
着手した施設の割合（機能保全計画策定後、機能監視の継続により、施設に機
能低下がないことを確認し、対策時期を先送りしているものを除く）

展開方向５　農村環境の保全管理

成果指標

現状値
目標値

(中間：2020年度)
目標値

(最終：2024年度)
指標の定義・説明

123,332ha
<2016年度>

127,700ha 132,000ha
多面的機能支払制度（農地維持支払）の認定農用地面積

成果指標

現状値
目標値

(中間：2020年度)
目標値

(最終：2024年度)
指標の定義・説明

34%
<2016年度>

90% 100% 5～10年後程度の中長期方針である体制強化基本計画を策定した土地改良区
（連合）の割合

※下線箇所は「新潟県総合計画」指標と同一

農業者の所得向上を図るため、ほ場整備を契機とした園芸導入の推進に向け汎用化した水田面積

展開方向３　災害に強い農村地域づくり

災害による被害を未然に防止するため、防災重点農業用ため池の防災対策着手の箇所数

展開方向４　用排水機能の安定的な確保

用排水機能の安定的な確保のため、機能保全計画に基づき補修や更新等の対策に着手した割合

持続的な農村環境の保全のため、農業者や地域住民による組織が形成され、地域共同活動により
保全管理される農用地面積

展開方向６　新たな技術の活用と農村を支える環境づくり

農村を支える土地改良区（連合）の運営基盤の強化を図るため、体制強化基本計画を策定した
土地改良区（連合）の割合

 


